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★★３年生・しめ切りを守ろう！★★

公立高校一日体験入学の申込み (ピンクの用紙)
……６月14日(金)明日がしめ切り!!

私立高校一日体験入学などの申込み(黄色の用紙)…６月28日(金)

重要！＜私立高入試・再募集について＞今年度変更！
令和２年度の私立高校入学試験から、再募集を２回行います。１回目(再募集Ａ)は、公立入試の前

に行われます。ただし、再募集Ａ・Ｂを行わない私立高校もあります。詳細は今後お知らせします。

【私立高校入試日程】

私立高校入学試験 Ｗｅｂ出願期間 １／１５(水)～２３(木)

願書受付 １／２８(火)・２９(水)

検査等 ２／ ４(火)・ ５(水)

合格発表 ２／１４(金)

再募集Ａ Ｗｅｂ出願 ２／１４(金)～１８(火)

願書受付 ２／１８(火)・１９(水)

検査等 ２／２０(木)

合格発表 ２／２５(火)までに行う

再募集Ｂ 願書受付 ３／１７(火)以降各校ごと

検査・発表 各校ごとに実施

◇◆◇公立高校の紹介 第１回◇◆◇
今回から、三島・田方地区（及び沼津の一部）の公立高校８校（７校＋１分校）を紹介します。今

回は、伊豆総合高校（土肥分校と本校）です。

【 ① 静岡県立 伊豆総合高校土肥分校 】
① 学校紹介

静岡県立土肥高校が、平成29年に伊豆総合高校土肥分校となる。小集団授業・複数教員によ

る授業で、生徒一人ひとりの学力に合わせた丁寧な授業を展開する。様々な進路に対応するた

め幅広い選択科目を用意する。

② 学科について

●普通科

２年次から二つの類型に分かれて多様な進路に対応する。

○文理類型

大学・短大、看護学校の入学試験に必要な科目を中心に選択が可能。

○ビジネス類型

民間企業等への就職に向け、就職試験に有利な資格取得が可能。

③ その他の特色

・地域と連携した就業体験やバイオセラピーの授業を実施。

・中学時に長期にわたり欠席した生徒を対象とした、「長期欠席生徒選抜入試」を実施。

・修善寺駅からバスで約50分。沼津に行くのとほぼ同じ。伊豆市からバス通学費補助がある。

（詳しくは伊豆市ホームページを見てください。）



【 ② 静岡県立 伊豆総合高校 】
① 学校紹介

平成22年に修善寺工業高校と大仁高校が統合して新設された。生徒一人ひとりの個性を大切

にした多様な教育活動を展開しつつ、その可能性の開発を図ることにより、地域の産業・文化

・歴史を理解し、その発展に貢献できる人材を育成する。

② 学科について

●総合学科

確実な基礎学力の定着とキャリア教育や体験的な学習の充実を図り多様な進路実現を可能

にする。バラエティー豊富な選択科目（３年間で80種類以上の選択科目を用意。２年生では

１週間のうち16時間分、３年生では、20時間分が選択科目枠）。

系列に属するのではなく、個々が進路希望などにあわせ、入学後、各系列の科目を選択し

ていく。各系列に示された科目群を基本に時間割を作ることで、系列の狙いを達成するため

の力が蓄積されていく。興味関心によって別の系列から科目を選ぶこともできる。

○文化国際系列

政治、経済、文化、歴史、言語などに関する文系科目の学習通して国際的な視野を養う。

文系大学への進学にも対応する。

○情報理数系列

理数・情報系全般の基礎から発展までの幅広い学習を通して、各方面に役立つ応用能力

を育成する。理系大学への進学にも対応する。

○健康福祉系列

保育・看護・介護についての基礎学習や実習を通し、職業意識を育てるとともに、基礎

的技術を身につける。医療・保健・家政系統への進路に適している。

○ビジネス教養系列

商業や情報に関する学習を通して、地域の文化・産業を理解し、専門学校への進学や就

職に対応できる力を育てる。

●工業科

技術・技能教育を充実させ、社会の動向に対応した専門性を育成する。２年次から機械工

学類型、電気電子類型、建築デザイン類型の３類型に分かれる。

○機械工学類型

現在の工業社会において無くてはならない機械を専門とし、ものづくりの基本となる手

作業から最先端技術に至るまで、実体験を通じて学習し、あらゆる分野で活躍できる工業

人を育成する。

○電気電子類型

電気・電子分野の実践力ある人材を育成するために、実験・実習を重視。国家資格であ

る電気主任技術者や電気工事士、工事担任者などの資格取得についても積極的に取り組む。

○建築デザイン類型

建築工学科では、次世代に向けて、応用力のある建築技術者を育成する。図面を描き、

理想の生活空間づくりをつくり上げる。

③ その他の特色

・全日制の総合学科と工業科の併置校は県下で唯一。

・自転車競技部は全国大会でも活躍。郷土芸能部や自然科学部など、伊豆の伝統や文化、自然

など地域とつながりのある部活動もある。

朝日新聞「折々のことば」にあった言葉

野に雑草という名の草がないように、工場には雑用という名の仕事はない(小関智弘)
１年生の国語『ものづくりに生きる』の筆者、小関智弘さんの言葉です。工場では、自分の役割が

すべて次の仕事につながり、そして商品を買ってくれるお客様の喜びに結びつきます。

将来の職業を考えるとき、「人の役に立つ仕事に就きたい。」と考えがちですが、世の中の仕事は

すべて人の役に立っています。若いうちは基本的な仕事を任されますが、それも必要な仕事なのです。

「職業に貴賎はない。」という、当たり前なのに忘れがちなことを思い出させてくれる言葉です。


